
値分布論および複素力学系の研究と微分方程式の理
論への応用

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2022-04-21

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: Toge, Kazuya

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24517/00065863URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


 Back to previous page

値分布論および複素⼒学系の研究と微分⽅程式の理論への応⽤
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Research Field

解析学
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Kanazawa University
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Research Abstract

本研究では、複素平⾯上に於ける有理型函数の値分布理論,すなわちNevanlinna理論を、如何なる整合性を以て関連分野に応⽤するかにその主題を置いた。具体的には、
超越有理型函数の反復理論と有理型函数を係数に持つ常微分⽅程式の研究について、Nevanlinna理論の基本的結果が持つ意味を明らかにしつつ、今後の応⽤とその理論
⾃⾝の精密化についての⽅向付けを模索した。 
有理型函数の反復理論については、特異点または特異値の集合である導函数の零点及び漸近値に注⽬して、昨年度の研究で得られた⼆階導函数の零点と写像の単葉性に関
する結果を拡張した。Bergweiler-Eremenkoによる漸近値に関する定理等、複素⼒学系を値分布の研究に応⽤する道筋については或程度明らかにすることができた。し
かしながら、複素⼒学系へ値分布理論の寄与という形での成果については本年度の研究で得ることはできなかった。 
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有理型函数或いは代数型函数の対数導函数が持つ性質は、有理型函数を係数とする代数的微分⽅程式の考察で重要な役割を演じる。本研究では逆命題成⽴の可否について
調べ、代数型函数解を持つ⾼階線型⻫次常微分⽅程式の係数体と解の対数導函数、即ち⼀階線型⻫次常微分⽅程式の係数体とが⼀致するための⼗分条件を得た。その⽂脈
において当初の⽬的を達し、結果的に複素振動理論における既知の結果の著しい拡張を与えた:有理型函数のなす或微分係数(閉)体Kを取り、その上で超越的な⼀つの有理
型函数Aを固定する。体K上のAの⼀次式として全ての係数が表現される⻫次線型常微分⽅程式について、その代数型な解の値分布に関する評価式を得た。これにより、そ
の対数導函数がKの元となるための⼗分条件、或いはその係数による表現式を求めた。 
何れも過渡的な成果ではあるものの⾃⼰完結している。
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